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1 . これ までの 研究から
豪雨をもたらす横雲の 形成過程に杜水義気の供給は不可欠であることは容易に想像が付く こ とであるが, 一
方で , 乾燥空気が祥雲を維持しているという報告もあり, メソスケ ー ルでの 積要と水蒸気の関係は極めて
複雑である.
筆者 ら杜詳細な要物理過撮を表現した横雲モデル を用いて大気状態や地形が豪雨に与え る影響に つ い て
特に要物理過塩に注目 して検討を行っ てきた. ここで, この横零モデルの特徴札 枚相 ･ 固相にあ
■
る様々
な降水粒子 を粒径分布を仮定せずに, 主として大きさと密度でそれ らをクラス分けして空気の 単位体積あ
たりの 個数で ある数密度を計算する こ とによっ て, 降水粒子の 収支を計算 して いる ことである . 本モデル
に導入 され て い る微物理過程柱大きく分けて , 凝薄過程, 衝突併合過程, 凍播 ･ 着氷過程, 融解過経であ
る .
こ こで はまず, 1996年6月に福井県の大野市でラジオゾンデにより観測した大気プロ ファイルをもとに
稔観規模の水蒸気の連 W=よる横雲の 発達過程の変化 とそ の庶B3につ いて考察する. 6月25日21時に碗
測されたプロ フ ァイル をFig.1 に, 6月25E1 10時に観測きれたプロ ファイルをFig.2 に示 した . こ こで,
Fig･1に示 した大気は地上の 気温が25.9 ℃, 湿度91 %, 可降水量65.7m m であり, Fig.2 に示した大気lま
地上の 気温2618 ℃, 湿度86 %, 可降水量60･4m mであ っ た. この時の競測両生は21時か ら22時の 1時間
に13m m の雨を観測したの に対 し, 10時から11時の 1時間ではOm mであっ た. これらの値を初期値と
して横雲モデルを計算すると横専の鉛直構造として Flg.3 およぴFig.4のような結果を得た. この 図中で
cloud dropletとして囲んで い るの は半径が21 32FL の垂扱が0.5g/Kg以上ある領域であり, rain dr op 1
1etは0.32m m以上の 半径を持 つ雨粒が1g/Kg以上 ある領域である. hail は葛が0.2g/Kg以上 ある嶺域を
示して おり, ice c rystalは氷晶が0.02g/Kg以上ある億域を示してい る. こ の 固から水滴と氷晶の衝突に
よる電の生成の有無が積寒の発達とその結果の降水量の違い を生んだと考えるこ とができる. この ように,
可降水量で5r n m程度の遠いによ っ て降水量は大きく変わっ て くる.
2 . これからの 研究
豪雨時の水蒸気分布は壇ゆて奥方的で あると考えられる. それIま素雨時の発達した積雲は20分か ら1時間
程度の 周期で天頂方向に来る こと,.横暴中株水蒸気からの潜熱の放出によっ 七高温になっ てい るため水蒸
気混合比も大きい こ とから容易に推測で きることである.
この ことは先のFlg.1の プロ ファイルを用いた計算から求められる水蒸気混合比の遠いか らも見る こ と
がで きる . 横雲が成熟期末期にあるFLg.3 の状態での 水蒸気混食比をFLg.岳に示した. また, 可降水量の初
期値か らの 偏差をFk.6 に示 した. これらの固から水蒸気混合比 およぴ可降水量は領事の発達状態にあ
わせ て変化 して いる こ とがわかる二
そ こで, 積雲モデル とゾンデによる大気親潮によっ て , 秦雨時の水蒸気が其方的であるこ と, 兵力健の
程度 とスケ ー ルを確認する . さらに,.その 異方性をG PS情報か ら抽出することを試みて , 豪雨をもた らす
ような発達した横雲の 存在およびそ の横雲 ヘ の 水蒸気の流入経路を得る方法を開発 し, 短時間の豪雨予測
ヘ適用する足がかわを作る .
3 ･ 本年度の研究計画
本年度も引き続き, 観測 と数値実験を主体 とした研究を行う. GP Sゾンデによる時間的に詳細な大気観軌
空間的に桐密な雨量計による降雨観&rJ値 (雨量計･ 光学式雨量計) を初期値 ･ 検証値にして, 地形情報を
とりいれた雲物理モデル計算を通して, 擾乱の周囲と擾乱の 内部で の水蒸気量の違いを定量的に検証する .
本年度は福井県九頭竜川流域で の観測をメインとする . 観測によっ て得られた大気プロ フ ァ イル をもとに
数値計算を行い, そ の 結果として出力される水蒸気量の変動を G PS大気遅延量と比較考察する .
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福井県の降雨は2次元的な挙動をする こ とが多い ため, 2次元モデル による計算で 良い と考えて い るが,
一 般的に降雨 は3次元的な挙動をする こ とが多い ため , 3次元モデルの 開発が急務である ･ 式系琴柱3次
元化 したもの を用い て い るので式の展開自体は問題ない が, 気圧を解くポアソ ン方程式の解法 と初期条件
の与え方が問題とな る .
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本年度は これら につ いて検討したい .
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Fig.1:6月25 日21時に観測された
大気プロ フ ァイル
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Fig.4:Fig.1 の プ ロ フ ァイルから計
算された零の構造
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Fig.2:6月 25日10時に観洲された
大気プロ フ ァイル
co s e.2(t=20 O O5)
亘l
i.
士
.)‾1′ v -
/ cL .1J D D R . P LET
㌔..p . ･
･
･ ･
l m 120NTAL. DISTANCE(”)
Fig.5:Fly.1 のプロ フ ァイルから計
算された妻の 構造
Fig.6: F垣.1 の プロ フ ァ イルから計算された
水蒸気混合比の分布
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Fig.6:Fig.5 の水蒸気混合比からの 可降水量の分布
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